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東京電力パワーグリッド株式会社は、学校法人早稲田大学、株式会社三菱総合研究所、関

西電力送配電株式会社、京セラ株式会社、国立大学法人東京大学生産技術研究所（東京大学）、

中部電力パワーグリッド株式会社、東京電力エナジーパートナー株式会社、東京電力ホール

ディングス株式会社および三菱重工業株式会社の10者からなるコンソーシアム（以下、「本

コンソーシアム」）において、NEDOとともに「電力系統の混雑緩和※1のための分散型エネル

ギーリソース制御技術開発 (FLEX DERプロジェクト)」（以下、「本事業」）に取り組んでいま

す。（2022年6月23日お知らせ済み）

本年5月1日より、本事業において、蓄電池などの分散型エネルギーリソース（以下、「DER※2」)

を活用した系統混雑緩和の実現性を確認するフィールド実証を開始したことをお知らせし

ます。 

フィールド実証では、実際の電力系統に実証用システムを構築し、配電用変電所の混雑緩

和の実現性を確認するための技術的検証を行います。具体的には、再生可能エネルギー（以

下、「再エネ」）の導入拡大によって大量に連系された太陽光発電の発電電力により、将来、

配電用変電所の変圧器において混雑の発生が懸念される栃木県那須塩原市内の特定エリア

にて実証用のDERフレキシビリティシステム※3の検証を行います。 

この検証結果を既存設備に最大限活用し、再エネ導入量を拡大させるためのシステム開発

に活かすことで、2050年カーボンニュートラル実現に貢献してまいります。  

https://www.tepco.co.jp/pg/company/press-information/press/2022/1663247_8617.html


【注釈】 

※1 電力系統の混雑緩和

再エネの大量導入時に、再エネにより発電された電力が電力系統へ大量に送り込まれ 

ることにより、電力系統の送配電線の電力潮流が増加し送配電可能電力量が減少する 

ことを電力系統の混雑という。一方、この混雑を解消する取り組み（負荷の消費電力 

を大きくし再エネの発電電力を吸収するなど）により送配電可能量が回復することを 

混雑緩和という。 

※2 分散型エネルギーリソース（DER）

発電設備や蓄電設備、電気自動車、ヒートポンプなどの需要設備の総称。「Distributed 

Energy Resources」を略して「DER」とも呼ばれる。 

※3 DERフレキシビリティシステム

DERフレキシビリティとは発電電力や負荷の消費電力の大きさを柔軟に変化させるこ

とが可能な能力。本事業で、DERフレキシビリティシステムは、下図に示す三つのシ

ステム／プラットフォームにより構成されるものと定義して開発を進めている。図中

の「DSO」は「Distribution System Operator」の略で、一般送配電事業者である配

電系統運用者を指す。

以 上 

別紙：「電力系統の混雑緩和のための分散型エネルギーリソース制御技術開発 (FLEX DERプロジェクト)」の概要 

https://www.tepco.co.jp/press/release/2024/pdf2/240510j0102.pdf

